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4　年間指導計画に設定した地域学校協働活動の90％以上を実施 A　学校評価アンケート「ア」①「地域連携教育活動」肯定的評価　80％以上

3　年間指導計画に設定した地域学校協働活動の80％以上を実施 B　学校評価アンケート「ア」①「地域連携教育活動」肯定的評価　70％以上

2　年間指導j計画に設定した地域学校協働活動の70％以上を実施 C　学校評価アンケート「ア」①「地域連携教育活動」肯定的評価　55％以上

1　年間指導計画に設定した地域学校協働活動の実施が70％未満 D　学校評価アンケート「ア」①「地域連携教育活動」肯定的評価　55％未満

4　ゲストティーチャーの関わる授業の90％以上で成果の発表・伝達活動を実施 A　学校評価アンケート「ア」②「地域との一体化」肯定的評価　80％以上

3　ゲストティーチャーの関わる授業の80％以上で成果の発表・伝達活動を実施 B　学校評価アンケート「ア」②「地域との一体化」肯定的評価　70％以上

2　ゲストティーチャーの関わる授業の70％以上で成果の発表・伝達活動を実施 C　学校評価アンケート「ア」②「地域との一体化」肯定的評価　55％以上

1　ゲストティーチャーの関わる授業について成果の発表・伝達活動が70％未満 D　学校評価アンケート「ア」②「地域との一体化」肯定的評価　55％未満

4　ホームページ週４回以上の更新 A　学校評価アンケート「ア」③「情報発信」肯定的評価　80％以上
3　ホームページ週３回以上の更新 B　学校評価アンケート「ア」③「情報発信」肯定的評価　70％以上
2　ホームページ週２回以上の更新 C　学校評価アンケート「ア」③「情報発信」肯定的評価　55％以上
1　ホームページの更新が週２回未満 D　学校評価アンケート「ア」③「情報発信」肯定的評価　55％未満
4　90％以上のクラスで意識して公開に努めた A　学校評価アンケート「ア」④「教育活動公開」肯定的評価　80％以上

3　80％以上のクラスで意識して公開に努めた B　学校評価アンケート「ア」④「教育活動公開」肯定的評価　70％以上

2　70％以上のクラスで意識して公開に努めた C　学校評価アンケート「ア」④「教育活動公開」肯定的評価　55％以上

1　公開に努めたクラスが70％未満 D　学校評価アンケート「ア」④「教育活動公開」肯定的評価　55％未満

4　90％以上の授業で意識して指導した A　学校評価アンケート「イ」①⑤「基礎習得・ICT活用」肯定的評価　80％以上

3　80％以上の授業で意識して指導した B　学校評価アンケート「イ」①⑤「基礎習得・ICT活用」肯定的評価　70％以上

2　70％以上の授業で意識して指導した C　学校評価アンケート「イ」①⑤「基礎習得・ICT活用」肯定的評価　55％以上

1　意識して指導した授業が70％未満 D　学校評価アンケート「イ」①⑤「基礎習得・ICT活用」肯定的評価　55％未満

4　90％以上の授業で実施 A　児童アンケート「勉強がわかる」肯定的評価　80％以上
3　80％以上の授業で実施 B　児童アンケート「勉強がわかる」肯定的評価　70％以上
2　70％以上の授業で実施 C　児童アンケート「勉強がわかる」肯定的評価　55％以上
1　実施した授業が70％未満 D　児童アンケート「勉強がわかる」肯定的評価　55％未満
4　全学級が計画的に取り組んだ。 A　学校評価アンケート「イ」②③④「学びの姿勢」肯定的評価　80％以上

3　90％以上の学級が取り組んだ B　学校評価アンケート「イ」②③④「学びの姿勢」肯定的評価　70％以上

2　80％以上の学級が取り組んだ C　学校評価アンケート「イ」②③④「学びの姿勢」肯定的評価　55％以上

1　取り組んだ学級が80％未満 D　学校評価アンケート「イ」②③④「学びの姿勢」肯定的評価　55％未満

4　90％の授業で実施 A　児童アンケート「勉強が楽しい」肯定的評価　80％以上
3　80％以上の授業で実施 A　児童アンケート「勉強が楽しい」肯定的評価　70％以上
2　70％以上の授業で実施 A　児童アンケート「勉強が楽しい」肯定的評価　55％以上
1　構造化された授業の実施が70％未満 A　児童アンケート「勉強が楽しい」肯定的評価　55％未満
4　いじめ防止に関連する授業を月に1回以上指導実施 A　学校評価アンケート「ウ」①「いじめ・体罰防止」　肯定的評価　80％以上

3　いじめ防止に関連する授業を学期に2回以上指導実施 B　学校評価アンケート「ウ」①「いじめ・体罰防止」　肯定的評価　70％以上

2　いじめ防止に関連する授業を年に3回以上指導実施 C　学校評価アンケート「ウ」①「いじめ・体罰防止」　肯定的評価　55％以上

1　いじめ防止に関連する授業を年に2回以上実施 D　学校評価アンケート「ウ」①「いじめ・体罰防止」　肯定的評価　55％未満

4　90％以上の道徳授業で指導実施 A　児童アンケート「学校が楽しい」肯定的評価　80％以上
3　80％以上の道徳授業で指導実施 B　児童アンケート「学校が楽しい」肯定的評価　70％以上
2　70％以上の道徳授業で指導実施 C　児童アンケート「学校が楽しい」肯定的評価　55％以上
1　振り返りの実施が70％未満 D　児童アンケート「学校が楽しい」肯定的評価　55％未満
4　90％以上の指導場面で実施 A　児童振り返りシートでの満足評価　80％以上
3　90％以上の指導場面で実施 B　児童振り返りシートでの満足評価　70％以上
2　70％以上の指導場面で実施 C　児童振り返りシートでの満足評価　55％以上
1　振り返りの指導場面が70％未満 D　児童振り返りシートでの満足評価　55％未満
4　90％以上の学級が取り組んだ A　児童アンケート「クラスでは自分の意見が言える」肯定的評価　80％以上

3　80％以上の学級が取り組んだ B　児童アンケート「クラスでは自分の意見が言える」肯定的評価　70％以上

2　70％以上の学級が取り組んだ C　児童アンケート「クラスでは自分の意見が言える」肯定的評価　55％以上

1　取り組んだ学級が70％未満 D　児童アンケート「クラスでは自分の意見が言える」肯定的評価　55％未満

4　90％以上の体育の授業で実施 A　学校評価アンケート「エ」①「運動習慣」肯定的評価　80％以上
3　80％以上の体育の授業で実施 B　学校評価アンケート「エ」①「運動習慣」肯定的評価　70％以上
2　70％以上の体育の授業で実施 C　学校評価アンケート「エ」①「運動習慣」肯定的評価　55％以上
1　70％未満 D　学校評価アンケート「エ」①「運動習慣」肯定的評価　55％未満
4　90％以上の給食で実施 A　学校評価アンケート「エ」②「食習慣・生活習慣」肯定的評価　80％以上

3　80％以上の給食で実施 B　学校評価アンケート「エ」②「食習慣・生活習慣」肯定的評価　70％以上

2　70％以上の給食で実施 C　学校評価アンケート「エ」②「食習慣・生活習慣」肯定的評価　55％以上

1　食育を意識した給食の実施が70％未満 D　学校評価アンケート「エ」②「食習慣・生活習慣」肯定的評価　55％未満

4　90％以上の指導場面で実施 A　学校評価アンケート「ウ」②③「規範意識や挨拶」肯定的評価　80％以上

3　80％以上の指導場面で実施 B　学校評価アンケート「ウ」②③「規範意識や挨拶」肯定的評価　70％以上

2　70％以上の指導場面で実施 C　学校評価アンケート「ウ」②③「規範意識や挨拶」肯定的評価　55％以上

1　70％未満の指導場面で実施 D　学校評価アンケート「ウ」②③「規範意識や挨拶」肯定的評価　55％未満

4　90％以上の必要情報に対して実施 A　学校評価アンケート「ウ」④「児童の安全意識」　肯定的評価　80％以上

3　80％以上の必要情報に対して実施 B　学校評価アンケート「ウ」④「児童の安全意識」肯定的評価　70％以上

2　70％以上の必要情報に対して実施 C　学校評価アンケート「ウ」④「児童の安全意識」肯定的評価　55％以上

1　必要情報の共有が70％未満 D　学校評価アンケート「ウ」④「児童の安全意識」肯定的評価　55％未満

4　小中が連携した教育活動を年に４回以上実施 A　学校評価アンケート「オ」①「小中連携」肯定的評価　80％以上
3　小中が連携した教育活動を年に３回以上実施 B　学校評価アンケート「オ」①「小中連携」肯定的評価　70％以上
2　小中が連携した教育活動を年に２回以上実施 C　学校評価アンケート「オ」①「小中連携」肯定的評価　55％以上
1　小中が連携した教育活動の実施が年に2回未満 D　学校評価アンケート「オ」①「小中連携」肯定的評価　55％未満

取組指標の評価基準（結果数値からABCD評価へ）
取組指標平均　３．５以上　　　　　　　⇒　評語A
取組指標平均　３以上３．５未満　　　⇒　評語B
取組指標平均　２以上３未満　　　　　⇒　評語C
取組指標平均　２未満　　　　　　　　　⇒　評語D

　　　　　　　　　　　　※　学校独自に設定する場合は、枠内を修正明記してください。

B⇒　取組・成果ともに評価できるが、さらに改善したい

学校全体の授業公開に加え、発表活動や体
験型活動など、学年ごとに授業公開の機会を
設ける。地域や保護者の評価を受け、教育活
動の改善や児童の学習意欲の喚起につなげ
る。

Ｃ

　成果指標評価基準

中学校への見通しと、目
標とする自分の姿を明確
にもたせる。

体力テストの結果分析を生かした体育科の授
業や縄跳び集会など体力向上の習慣を定着
させる企画を実施し、運動の日常化を行う。

A⇒　取組・成果ともに十分評価できる

地域学校協働活動が概ね計画通り
実施できたとともに、地域と連携した
教育活動が充実していたという評価
が昨年度より３ポイント高くなった。
一方で、単発の活動であったり、双
方向の交流にまで至らないことが多
かった。学習以外の面で地域と関
わったり、地域に協力いただいたり
する場面が多いので、成果としての
評価は高いが、学習においては、取
り組み自体が不十分であったと言え
る。
学校公開に関しては、人数や参観
範囲の制限がない形で実施したこと
で評価をいただけたのだと考える。
一方で、学年ごとに日常的な発表や
公開の機会は昨年度からは上昇し
たものの未だ十分とは言えない。

学習の成果を、ゲストティーチャーや地域ボラ
ンティアに対して発表・伝達する場面を設定
し、双方向の交流活動を実施し、学習の目標
と成果を明確にする。

Ｃ Ａ

積極的にホームページを更新し、学校の様子
を常に発信し続ける。テトルを活用し、学年だ
より、学級だよりをはじめ、適宜、保護者に必
要な情報を正確に発信する。

学校教育目標  　　○　よく考えて行動する子ども　　○　思いやりのある子ども　　○　明るく元気な子ども　　○　未来を拓く子ども

○目指す学校像・・・・・・・・教職員・保護者・地域が一丸となって、将来、地域社会や社会の担い手として活躍できる児童を育てる学校
○目指す児童・生徒像・・・急速に変化する社会の中で、直面する様々な問題を解決しながら、たくましく、心豊かに生きることができる児童
○目指す教師像・・・・・・・それぞれが自己啓発を行い能力を高め続け、結束して公教育の使命を果たしながら、地域社会の信託に応える教師

積極的な情報発信と公
開を行い、それに対する
評価を即時反映しつつ、
教育活動を改善してい
く。

Ａ Ａ

重点目標の成果と課題
　地域人材の活用については、今までの実績情報の共有を図ったことで、より適切に学びに生かすことができるようになった。一方で、単元を通して伴走型で関わる協働
活動の実現はまだ難しかった。双方向の関わりをさらに推進していく必要がある。今後も校内研究を軸にしてさらに、主体的な学びを追究し、実践していくことが課題であ
る。

学校関係者評価の評価基準例
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社
会
に
開
か
れ
た
教
育
課
程
の
実
現

目指す学校及び子どもの姿
を家庭や地域社会と共有・
連携した教育課程を実施す
る。

地域の環境及び人材を
生かした体験的活動を
企画し、実施する。

特別授業ではなく、教科の授業の中にゲスト
ティーチャーや地域ボランティアを活用する場
面を位置付け、積極的に実施する。

豊
か
な
心
の
涵
養

きょうだい班活動、委員会、クラブなど、子ども
の主体的な活動を保証し、それぞれの活動の
振り返りを確実に行う。

Ｂ

Ａ

Ｂ

健
や
か
な
体
の
育
成

正しい生活習慣を身に付け
させ、丈夫な体とたくましい
心を育てるとともに、自助・
共助・公助の力を身に付け
る安全指導・安全教育を充
実する.

運動の日常化と健康教
育及び食育の充実を図
り、基礎体力の向上を図
る。

Ａ

Ｂ

Ｂ

Ｂ

Ｃ

Ａ

Ｃ

栄養士と連携し、給食のメニューを工夫すると
ともに、その日の給食について栄養面や食文
化について、児童に知らせ食育や健康につい
て考えさせる。

校内の安全な生活環境
を整え、自分を守り相手
を守る安全教育の実施と
危機管理体制を確立す
る。

遊びのルール、廊下・階段の歩行などの約束
を守る生活習慣を確実に身に付けさせる。

危機管理情報（健康・問題行動・安全等）を即
時学校内で共有し、全校体制で対応するとと
もに、児童への安全教育を充実させる。

多様性を尊重し、自分と共
に他者を大切にする意識・
意欲・態度を育てる。

自分の生命と他者の生
命をともに大切にする心
を育み、自他ともに向上
していこうとする前向きな
姿勢を育てる。

思いやりの心地よさを感じさせることを通し
て、人権を相互に尊重する姿勢を育て、いじ
めを絶対に見逃さない生活指導を行う。

道徳科の授業では児童の道徳的資質を高
め、振り返りの時間を設ける。認め合い、高め
合い、助け合う校内風土を定着させていく。

教育活動全体を通して、
「自ら考え、行動し、振り
返る」ことを繰り返し、自
己肯定感・有用感を高
め、自分も友達も大切に
できる態度を養う。

全校でボランティア活動に取り組む銀杏プロ
ジェクトを柱とし、各学年でボランティア的な活
動を実施し、お互いに啓発し合う場面を設け
る。

校内研究・開発を通し
て、教科教育の専門性を
高め、主体的に「学び続
ける」子どもを育てる。

　授業改善を進め、基礎
的・基本的な知識及び技能
の確実な習得と思考力、判
断力、表現力等の育成とと
もに、主体的・対話的で深
い学びを実現する。

クロームブックや学習ドリルソフトを活用する
ことで、個に応じた指導を徹底し、知識・技能
を定着させる。

授業の中に、学習内容の定着を図る時間を
設け、常に定着度を評価しつつ、必要に応じ
て補充的な指導を行う。

単元全体を見通して学習内容の整理を行い、
協働的な学習を進め、主体的に学びに向かう
姿勢、すすんで学習に取り組む態度を育て
る。

魅力ある導入と明確な学習目標の設定、児童
の表現活動の保証、生活や次の学習に生か
せるまとめなど、授業の構造化を進める。

確
か
な
学
力
の
育
成

Ａ

２０２４年度　町田市立南大谷小学校　学校経営計画・学校評価報告書（自己評価・学校関係者評価）

教科担任制の研究校が終
わった今年は各教科の指
導の充実をどう図っていた
のか。研究授業だけでなく、
普段の授業から少しずつ改
善していけるとよい。
学習の土台となる学級づく
り、雰囲気づくりを大切にし
て、より学ぶ環境を整えて
いってほしい。
ＩＣＴを活用している授業を
多く参観した。それらの実践
を蓄積していき、共有化しな
がらさらに高め合うことがで
きるのではないか。

道徳科の授業だけでな
く、授業内容と繋げなが
ら普段の学校生活の中
で道徳的価値を意識して
指導している教員の様子
を見かけた。学校全体で
指導している様子が分
かってよかった。
学校行事や日々の生活
の中で道徳的な指導は
すると思うので、児童が
実践できる機会と、実践
できたときの価値付けを
ぜひしてほしい。

安全意識を高めるため、
また実際に安全に過ご
すために校内環境を整
えるのも大切かと思う。
廊下の中央線の書き込
みや日頃からの用務主
事さんによる清掃など環
境整備はできていると思
う。なぜルールがあるの
かについては、児童に今
後も指導を続けてほし
い。

Ａ

Ａ

Ｂ

校内研究を深め「分かる
できる」授業を展開し、児
童の学習への興味・関心
を高める。

今年度委員会を発足させて地域
連携活動や総合的な学習の時間
の見直しを検討してきた。次年度
以降に改善した内容で実施し、よ
り双方向で伴走型の地域連携活
動を企画、実践する。
年度当初に、どの教科のどの単
元で保護者や地域と連携するか、
授業を公開するか、などについて
見通しをもつ場を設定し、より計
画的に進める。ホームページの改
善や頻繁な更新など情報発信に
努めている。さらに普段の授業や
学年での姿をどんな媒体でどの
ように発信するかＩＣＴ・情報担当
を中心に検討をしていく。

校内研究を充実させ、「分かる・でき
る」授業を推進していった結果、昨
年度と比較し、取組指標において評
価がＣからＢに改善した。また基礎
的基本的な学習内容の定着に関し
ても身に付いていると評価する割合
が３ポイント上がった。
基礎基本の定着に成果があった一
方で、主体的に学び続けるための
授業の工夫が十分にできていな
かったことが数値から読み取れる。
さらに、保護者の評価においても児
童の主体的な学びの姿が見られる
という回答はＡ評価をわずかに下
回った。魅力ある導入など主体的に
学ぶための指導の工夫をさらに考
える必要がある。

町田市授業スタンダードおよび、
次年度新たに導入される授業改
革シートを活用し、主体的に学ぶ
子供の育成のために焦点化して
授業改善に取り組む。校内研究
や教員間の授業観察の視点とし
て、意識しながら授業実践を進め
るようにする。
学習において、児童自ら課題を見
出し、個別最適な学びを進めるこ
とができるよう、授業や家庭学習
において、意図的に学びの姿勢、
学び方を指導していく。特に、教
員は学校内外で常に学ぶ姿勢を
もち、研修の場を生かして互いに
高め合えるように研究研修を推進
する。

道徳科の授業の充実は図っている
ものの、自信をもって左記のような
指導ができていると言えない現状が
ある。さらなる充実した指導が必要
である。
一方で、児童や保護者は学校への
前向きな評価やいじめ防止への学
校の姿勢に関して評価が高い。ま
た、委員会やクラブ活動に対する児
童の満足度も昨年度から大きく１２
ポイント程度上昇した。児童の主体
的な活動を保障する教員の姿勢が
浸透してきた成果と考える。ただ、ま
だ途上であるのでＡ評価となるよう
更なる指導の工夫が必要である。

道徳科だけでなくすべての教育活
動において道徳的資質の向上に
向けて指導を充実させる。生活指
導部、特別活動部を中心に、未然
防止を含めて、豊かな心を育てる
ために前向きな取組を推進する。
具体的には互いの良さを見つけ、
違いを認め合い、そのうえで協力
し合える活動を特活及び行事など
を通して行っていく。
道徳科の授業においては、認め
合い高め合える風土づくりを意識
するとともに、意見を表明できる
関係性をつくれるよう対話的協働
的な学びを意識するようにする。

学校経営の重点　　　　地域・保護者との連携を深め、地域の人材や施設、専門家等の人材を生かし、体験的学習を一層進めることにより学習意欲を伸ばし、
　　　　　　　　　　　　　　主体的に学習に取り組む態度を育てる。

94

78

89

学習発表会では学習に
関わった地域の方を招
待するなど、発信する姿
が見られてよかった。伴
奏型は理想だが、お礼
の手紙や感想を伝えるな
ど双方向に関わりを意識
しているのは十分良いと
思う。保護者ボランティア
を募り、日頃から学校に
来てもらい、授業を見て
もらう機会を増やすこと
がさらにあるとよい。

そ
の
他

中学校教師による交流授業や生徒会・児童
会交流などを実施し、一貫教育に向けて連携
を深める。

Ｃ Ｃ

教職員同士の連携、交流を密にし
ながら、引き続きどのような連携活
動が効果的か検討し、実践できるよ
うにすることが課題である。

現在の環境、状況の中でどのよう
な連携活動ができるか検討し、進
めていく。66

隣接しているので、ぜひ連
携を密にしてほしい。子供
たち同士も小さな活動から
機会を設けられたら良いと
思う。

C⇒　目標達成には至らないため、次年度の改善が必要
D⇒　重要な課題であるため、次年度、重点的に改善

※　学校からの十分な説明をもとに、学校運営協議会で
成果と課題、改善点について協議する。

3.8

2.4

4

2.5

3

3.1

長縄活動は運動の日常化や体力向
上に資する取組として充実してい
た。一方で、体育科の授業として児
童の実態を分析、活用して工夫をす
ることは十分だったとは言えない。
取組評価がＣになった部分である。
今後は、児童の実態を把握しながら
より長いスパンで見通しをもって指
導計画を作成する必要がある。
生活指導全般について概ね丁寧に
実施できていると言える。生活指導
夕会を毎週行うことで、指導の共通
理解も図れ、全校体制が構築され
ている。

2.5

3.5

2.8

3.3

4

86

89

79

89

Ｃ

体育部及び担当において、体育
科としての年間を通した取り組み
を全教職員が共通理解し、日ごろ
の授業に取り入れるようにする。
そのために、年度当初に会議や
研修の場を使い、その意図や考
え方を理解できるようにする。
児童の安全意識に関して、交通
安全や災害安全については意識
と知識が高まってきているが、日
ごろの生活の中に潜む生活安全
については、生活指導部を中心
に啓発、指導を繰り返し、児童の
意識を高めるようにする。また、
実際に校内での事故、けがが減
るようにする。

Ａ

Ａ

Ａ

84

91

90

98

89

3.2

2.7

4

3.6

3.7

2

成果指標平均 ８０％以上⇒評価A
成果指標平均 ７０％以上⇒評価B

成果指標平均 ５５％以上⇒評価C
成果指標平均 ５５％未満⇒評価D


